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ンド化原発セミナー

主催者挨拶PM2：00

オホー

オホーツク圏は食品産業の一大集積地であり、
特に近年官民を挙げて「食のブランド化」に
取組んでいる。しかし、食品製造業の付加価
値率は全国の底辺にあり、その要因の一つに
豊富な高品質原料があることや特産品イメー
ジに依存した開発製品が多いことなどがあげ
られる。そこで、消費者が求めるおいしさ、
食の安心、安全などについて掘り下げた取組
として、地域振興の地場産品の有効活用や、
食を取巻く農商工連携、高付加価値化の追求
などが求められている。また、食品の品質評
価として重要な味については、これまで人の
感覚に依存していたが、科学的評価を可能と
する味覚センサーが開発されたこともあり、
味と香りで勝負するオホーツク圏の食につい
て考えることにした。

オホーツクテクノプラザ会長　永島　俊夫

基調講演PM2：10「生物資源利用による産地ブランド形成の推進」

東京農業大学生物産業学部教授　永島　俊夫氏

PM2：30「各地の農商工連携取組の紹介」
中小企業基盤整備機構・北海道支部
北見オフィス地域拠点支援専門員 椎名　慶和氏

PM3：00「味覚センサーが拓く地域発全国行き食品」

（株）味香り戦略研究所代表取締役　小柳　道啓氏

PM4：00「オホーツク水産資源を活用した高度加工品の開発」

東京農業大学生物産業学部教授　永井　　毅氏
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永島　俊夫氏　東京農業大学生物産業学部　教授

1975年　東京農業大学大学院
農学研究科農芸化学専攻修士課程修了

1975年　エム・シーシー食品株式会社入社
1981年　東京農業大学農学部に採用
1994年　東京農業大学生物産業学部食品科学科に

所属変更（現在に至る）
現　　在　学校法人東京農業大学理事

（株）東京農業大学バイオインダストリー取締役副社長

小柳　道啓氏（株）味香り戦略研究所代表取締役
1993年　東京大学法学部卒業
1993年　北海道旅客鉄道（株）入社
1994年　同社財務部資金運用グループ債券ファンドマネージャー
1999年　財務部予決算グループ予算担当
1999年　総合商研（株）入社経営企画室課長兼務株式上場担当
2001年　総合商研（株）株式上場（JASDAQ：証券コード7850）
2002年　総合商研（株）管理部長
2002年　総合商研（株）取締役経営企画部長
2004年　（株）昧香り戦略研究所代表取締役社長（現任）

永井　　蝦氏　東京農業大学生物産業学部　教授

1993年

1993年
1998年
2002年
2004年
2005年
2008年

東京農業大学大学院

水産学研究科食品生産学専攻修士課程修了
水産大学校製造学科助手
九州大学農学部受託研究員（矢野友紀教授）
タイ王国ソンクラ王子大学大学院客員教授
東京農業大学生物産業学部食品科学科講師
東京農業大学生物産業学部食品科学科助教授ならびに准教授

東京農業大学生物産業学部食品科学科教授（現在に至る）

椎名　慶和氏　北見オフィス地域拠点支援専門員

1993年
1993年
1997年
1999年
2000年
2001年
2006年
2006年

北海道北見北斗高校普通科卒業
北見工業大学科学システム工学科入学・卒業
北見工業大学科学博士前期課程化学システム工学専攻入学・卒業

三菱マテリアル（株）入社
同社シリコン研究センター化学分析課配属
（株）SUMCOに転籍評価技術部化学分析課配属
同社退社
中小企業基盤整備機構北海道支部入社北見オフィス配属
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1．オ ホー ツク 。食 の資 源 を全 国 へ （試食 、試飲 あ ります ）

オホーツク圏地域食品加工技術センター （移動食加技センター）展示等

1．大 学発 の 技術 は美 味 い

東京農業大学バイオインダストリー （展示・販売）

北海道立オホーツク国地域食品加工技術センター企画課
TELO157－36－0680　FAXO157－36－0686

「味と香りで勝負する」～ブランド化開発セミナーinオホーツク～

N 0 ． 氏　　　 名 団体名 ・会社名 ・役職 住　　　 所 T E L

●申込締切1月20日（水）必着　●部数が足りない場合、本書をコピーしてご利用ください。
●申込締切　参加申込書に必要事項記入の上FAXでお送りください。（1月20日（水）迄）


